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公的年⾦と医療保険、⼀緒に確認しましょう！
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１．⽼齢年⾦の基本

2

本日のアジェンダ

２．遺族年⾦（65歳以降）の基本

３．退職後の健康保険の選択

退職後の失業保険と年⾦

知らないと損する！？⾼額療養費制度
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① ⽼齢年⾦の仕組み
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1.⽼齢年⾦の基本
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②いくらもらえる？
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1.⽼齢年⾦の基本

⽼齢基礎年⾦（令和４年4月分から）

 具体例（加⼊期間38年の場合）

777,800円×（38年×12ヶ月）/（40年×12ヶ月）

＝738,910円

777,800円



© HONGO TSUJI TAX & CONSULTING All rights reserved.

②いくらもらえる？
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1.⽼齢年⾦の基本

⽼齢厚生年⾦

 具体例
〜平成15年3月：264ヶ月（22年）、平均標準報酬月額：34万円
平成15年4月〜：192ヶ月（16年）、平均標準報酬額：44万円

（34万円×7.125/1000×264ヶ月+44万円×5.481/1000×192ヶ月）

＝1,102,575円
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②いくらもらえる？
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1.⽼齢年⾦の基本

自営業世帯 モデル年⾦額

 具体例
〜平成15年3月：264ヶ月（22年）、平均標準報酬月額：33万円
平成15年4月〜：192ヶ月（16年）、平均標準報酬額：43万円

（33万円×7.125/1000×264ヶ月+43万円×5.481/1000×192ヶ月）

＝1,073,241円

夫：⽼齢基礎年⾦（78万円）
妻：⽼齢基礎年⾦（78万円）

合計 156万円（月額13万円）

会社員世帯 モデル年⾦額
夫：⽼齢厚生年⾦（110万円）
夫：⽼齢基礎年⾦（78万円）
妻：⽼齢基礎年⾦（78万円）

合計 266万円（月額22.2万円）
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③いつからもらえる？
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1.⽼齢年⾦の基本 原則65歳
から

特別⽀給の
⽼齢厚生年⾦
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④いつ・どこに請求する？
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1.⽼齢年⾦の基本

案内が送られてきたら、⽀給開始年
齢の誕生日の前日以降に、最寄り
の年⾦事務所に提出します。

⼿続きから１〜２ヶ月すると、「年
⾦証書・年⾦決定通知書」が送ら

れてきます。

さらに１〜２ヶ月すると「年⾦振込
通知書」が送られ、初回分の年⾦
が指定⼝座に⼊⾦されます。
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A. もらえます。
ただし、次の２つの条件を満たしておかなければなりません。

① 雇用保険の加⼊期間
最低１年以上※、雇用保険に加⼊していることが必要。
※賃⾦⽀払いの基礎となった日数が11日以上ある月が12ヶ月以上。

② 退職後の働く意志と求職活動
働く意欲や就職できる能⼒があり、求職活動※を⾏うことが必要。
※会社から発⾏を受けた「離職票」を最寄りのハローワークに提出し、
求職の申込みを⾏うこと。
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定年退職後、失業保険はもらえる？
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A. 勤続年数や退職時年齢でさまざま異なります。
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失業保険はいくらくらいもらえる？

雇用保険
加⼊期間 10年未満 10年以上

20年未満 20年以上

65歳未満 90日分 120日分 150日分

雇用保険
加⼊期間 1年未満 1年以上

65歳以上 30日分（⼀括） 50日分（⼀括）

① 65歳未満の場合

② 65歳以上の場合

③ 単価（基本⼿当日額）
退職日直前6ヶ月の平均賃⾦日額の45〜80％（概ね4,000〜7,000円くらい）

 具体例（退職時６５歳、平均月給４０万円、勤続１年以上の場合）
（４０万円÷３０日）×５０％×５０日

≒333,300円
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A. 65歳未満は併給調整あり、65歳以降は併給可能です。
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失業保険は年⾦と⼀緒にもらえる？

 失業保険と年⾦との調整
ハローワークで求職の申込みを⾏った日の属する月の翌月から失業給付の受給期間
が経過した日の属する月まで、年⾦が全額⽀給停⽌されます。
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①配偶者（⽼齢年⾦受給中）が亡くなられた場合の遺族年⾦
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2.遺族年⾦の基本

≪基本≫
⽼齢基礎年⾦のみ受給の配偶者が死亡の場合
⇒遺族基礎年⾦が⽀給される

⽼齢厚生年⾦受給の配偶者が死亡の場合
⇒遺族基礎年⾦と遺族厚生年⾦が⽀給される

≪要件≫
遺族基礎年⾦は、、
・死亡した者に生計維持されていた「子」または「子のある配偶者」
にのみ⽀給される
※「子」＝18歳に達した後の最初の3月末までの未婚の子

遺族厚生年⾦の⽀給要件は「子の有無」は問われない



© HONGO TSUJI TAX & CONSULTING All rights reserved.

②モデルケース（「子」なし）
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2.遺族年⾦の基本

自営業世帯

会社員世帯（専業主婦）

夫：⽼齢基礎年⾦（78万円）

妻：⽼齢基礎年⾦(78万円）

夫死亡

156万円（月13万円） 78万円（月6.5万円）

夫：⽼齢厚生年⾦（110万円）
夫死亡

266万円（月22.2万円） 160.5万円（月13.4万円）

夫：⽼齢基礎年⾦（78万円）

妻：⽼齢基礎年⾦(78万円）

遺族厚生年⾦
（82.5万円）

×３/４
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②モデルケース（「子」なし）
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2.遺族年⾦の基本

会社員世帯（共働き）

夫：⽼齢厚生年⾦（110万円）
夫死亡

316万円（月26.3万円） 160.5万円（月13.4万円）

夫：⽼齢基礎年⾦（78万円）

妻：⽼齢厚生年⾦(50万円）

遺族厚生年⾦
（32.5万円）

妻：⽼齢基礎年⾦(78万円）

×３/４

以下の3つを計算し、最も
高くなる額が支給される。
※

①遺族厚生年金
②老齢厚生年金
③遺族厚生年金×２/３

＋
老齢厚生年金×１/２

※①～③は自動計算の上、決定さ
れますが、実務上は遺族の老齢厚
生年金が優先支給（50万円）され、
差額（32.5万円）が遺族厚生年金と
して支給されます。
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①退職後〜75歳まで
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3.退職後の健康保険
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退職退職

すぐに再就職
するとき

すぐに再就職
するとき

再就職
しないとき
再就職
しないとき

①再就職先の健康保険に
加⼊する
①再就職先の健康保険に
加⼊する

②任意継続被保険者制度に
加⼊する
②任意継続被保険者制度に
加⼊する

③特例退職被保険者制度に
加⼊する
③特例退職被保険者制度に
加⼊する

④国⺠健康保険に加⼊する④国⺠健康保険に加⼊する

⑤ご家族の健康保険に
被扶養者として加⼊する
⑤ご家族の健康保険に
被扶養者として加⼊する
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②⼿続きなど
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3.退職後の健康保険

16

再就職先の会社にて⼿続きしてください再就職先の会社にて⼿続きしてください①再就職先の健康保険に
加⼊する
①再就職先の健康保険に
加⼊する

②任意継続被保険者制度に
加⼊する
②任意継続被保険者制度に
加⼊する

③特例退職被保険者制度に
加⼊する
③特例退職被保険者制度に
加⼊する

④国⺠健康保険に加⼊する④国⺠健康保険に加⼊する

⑤ご家族の健康保険に
被扶養者として加⼊する
⑤ご家族の健康保険に
被扶養者として加⼊する

退職後20日以内に申請してください退職後20日以内に申請してください

※大企業などの⼀部の健康保険組合
のみ（個別にご確認ください）

※大企業などの⼀部の健康保険組合
のみ（個別にご確認ください）

退職後14日以内に市区町村役所にて
⼿続きしてください

退職後14日以内に市区町村役所にて
⼿続きしてください

ご家族の会社にて⼿続きしてくださいご家族の会社にて⼿続きしてください
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②後期⾼齢者医療制度（75歳〜）
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3.退職後の健康保険

17

後期⾼齢者医療制度は、75歳（⼀定の障害がある人は65歳）以上の方が
加⼊する健康保険です。 従来の⽼人保健制度に代わり、2008年（平成20
年）4月より施⾏されました。

75歳になられると、新たに後期⾼齢者医療制度の保険証が交付されますので
国⺠健康保険等の保険証はすみやかに保険者にご返却ください。

＜自己負担＞
医療機関等の窓⼝での⽀払いは医療費等の１割〜３割
（所得区分による）です。

＜保険料＞（東京都の場合）
均等割額44,100円、＋所得割率8.72％
保険料の賦課限度額は被保険者⼀⼈につき64万円
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⾼額療養費制度とは
病院や薬局でかかった医療費の自⼰負担額が、ひと月で⼀定額を超えた場合に、その超えた⾦額
が⽀給される制度です。⾼額療養費制度では、年齢や所得に応じて、ご本人が⽀払う医療費の
上限が定められており、またいくつかの条件を満たすことにより、さらに負担を軽減する仕組みも設け
られています。
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知らないと損をする！？⾼額療養費制度とは？
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 例:70歳未満で年間所得約210〜600万円の方で、ひと月（月の初めから
終わりまで）に100万円の医療費がかかった場合

医療費100万円

70万円 約21万円 約9万円

窓⼝負担は30万円

⾼額療養費として⽀給

実際の自⼰負担額は約9万円
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ご清聴ありがとうございました。
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